
平成30年9月4日

千葉市長熊谷俊人様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会

会長小野寺浩一

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（答申）
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平成30年4月16日付け30千市総第22号で；

別紙のスポーツ部会からの報告のとおり答申します。
0千市総第22号で諮問のありました標記の件について、
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平成30年8月2日

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会

会長小野寺浩一様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会
スポーツ部会

部会長横山清亮

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（報告）も

平成30年4月16日付け30千市総第32号で、千葉市長から諮問のあった標記の件
について、本部会において審議した結果、下記のとおり議決したので報告します。Ⅱ

記

1 指定管理者の行った施設の管理に係る年度評価（平成29年度分）について
（議決日平成30年7月10日）

（1）千葉市スポーツ施設等

ア千葉市スポーツ施設（高洲スポーツセンター他8施設）
l ＝

’ （ア）市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

（イ）管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
a 自主事業について、指定管理者のノウハウを更に活かしながら、教室等の開

催を充実されたい。

b指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた
判断であることを前提とするが、増収増益であり経営成績も好調であることか
ら、倒産・撤退のリスクはないと判断される。

イ千葉市都市公園施設（千葉公園野球場他25施設）
（ア）市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、概ね妥当であると判断されるが、年度評価
シート「5管理運営状況の評価｣、「（3）管理運営の履行状況｣、「2施設管理
能力｣、「（2）施設の維持管理業務」については、指定管理者による高い水準での
修繕実績を評価し、「B」から「A」に修正すべきである。

（イ）管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について



a施設利用者数の数値目標に対する達成状況が90％台前半で推移しているこ
とから、引き続き施設利用者数の増加に努められたい。

bアンケート方法や行事案内など、各施設の特性を活かしたきめ細かな対応を
図られたい°

c 自主事業について、各種教室･講座の開催が一部中止となっていることから、
実施率の向上に努められたい。

d指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた
判断であることを前提とするが、増収増益であり経営成績も好調であることか
ら、倒産・撤退のリスクはないと判断される。

ウ千葉市花見川区花島コミュニティセンター

（ア）市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

（イ）管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
a各種教室・講座の開催については、前年度同様、低調に推移していることか

ら、施設利用者数の増加に向けて改善されたい。

b施設稼働率の向上のため、高齢者をはじめ、幅広い世代へPRするなど、工
夫されたい。

c指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた
判断であることを前提とするが、増収増益であり経営成績も好調であることか
ら、倒産・撤退のリスクはないと判断される。

（2）千葉市こてはし温水プール

ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。
イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）アンケート結果を踏まえ、プール、 トイレ、 ロッカーなど、清潔さを保てるよ

う速やかに改善されたい。

（イ）プールの監視体制について、人員を十分に確保するなど、安全確保の点から、
適切に対応されたい。

（ウ）共同事業体における企業同士の連携不足などの状況を踏まえ、市からの指導等
の強化と合わせ、適切な管理運営が図られるよう十分に対応されたい。

(エ）指定管理者の財務状況においては､提出された計算書類等の資料に基づいた判
断であることを前提とするが、共同事業体各構成員ともに収益に変動はあるもの
の利益を確保していることなど、財務状況は概ね良好であることから、倒産．撤
退のリスクはないと判断される。
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（3）千葉市大宮スポーツ広場

ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について

（ア）施設利用者数が減少傾向にあることから、若年層の利用者獲得に向けた新たな
方策を検討されたい。

（イ）指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた判
断であることを前提とするが、財務状況に概ね変動がなく収支相等であることか
ら倒産・撤退のリスクはないと判断される。

（4）千葉市宮崎スポーツ広場

ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）施設利用者数が減少傾向にあることから、利用促進の方策を検討されたい。
（イ）指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた判

断であることを前提とするが、収支は若干赤字ではあるものの、概ね収支相等で
あることから倒産・撤退のリスクはないと判断される。

（5）千葉ポートアリーナ

ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）施設利用者数の増加に引き続き努められたい。

（イ）指定管理者の財務状況においては、提出された計算書類等の資料に基づいた判
断であることを前提とするが、増収増益で、一般正味財産が増加するなど、財務
状況は良好であり、倒産・撤退のリスクはないと判断される。

（6）千葉アイススケート場

ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。

イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）独立採算制において、収支黒字を確保したことは評価できる。

（イ）アンケート結果を十分に検証し、更に充実した管理運営となるよう創意工夫さ
れたい。



(ウ）施設の利用者層の実態を踏まえ、児童・生徒など、学生を中心とした利用促進
の方策を検討されたい。

(エ）指定管理者の財務状況においては、提出され方計宣聿籟の沓郷lﾃ茸､一fl,,弾平II睦ノ ナ百疋官埋壱の財務状況においては、提出された計算書類の資料に基づいた判断

であることを前提とするが、減収傾向にあるものの、増益となっていることから
倒産・撤退のリスクはないと判断される。
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